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1（8）データベースとデータ流通 

            

          「データベース・データ流通」計画推進部会長  鶴岡 弘（東京大学地震研究所） 

                            副部会長 大見士郎（京都大学防災研究所） 

 

 データベースおよびデータ流通は，本計画を実行して行く上での，多点・多項目の観測データを安定的か

つ継続的に生産し，かつ，それらの連続データをリアルタイムで流通させる研究基盤の運用・維持・管理を

実現している。また，観測データ解析アルゴリズムの高度化も継続して実施している。さらに，研究成果を

コミュニティで効率的に共有するシステム開発に着手した。 

２．平成２８年度成果の概観 

以下，平成２８年度の主な成果について概観する。 

１．地震・火山現象の解明のための研究 

（1）低頻度大規模地震・火山現象の解明 

  気象庁は，火山噴火予知連絡会で中長期的に観測体制の充実が必要とされた47火山（平成28年12月に3

火山が追加され50火山）について，地震計，空振計，GNSS等の観測データを常時収集するとともに，熱観

測等の調査的な機動観測も実施し，観測データを蓄積した。そして，これらの蓄積された観測データを用い

てデータ解析を行った。平成28年度に噴火が発生した阿蘇山及び桜島のほか，火山活動の高まりがみられた

霧島山（えびの高原周辺（硫黄山））および薩摩硫黄島において，緊急観測により収集した火山活動の詳細

なデータを解析し，蓄積した。これらのデータの蓄積にあたって，今後の活火山総覧の改訂に活用できるよ

うにデータベースを構築した[課題番号7001]。 

産業技術総合研究所においては，静岡県の一部（浮島ヶ原，掛川，元白須賀など），三重県の一部（志摩

市，南伊勢町など），和歌山県の一部（新宮市，御浜町，日高町など）について柱状図のデータを整理しウ

ェブを通して公開した[課題番号 5001]。公表されている論文・報告書の中から活断層の活動性評価に関する

重要な情報を含む資料を選定し，陸域8断層帯及び海域2断層帯についてのデータ化と入力作業を実施し，

データベースのセキュリティ向上のための開発言語改修作業と，操作性・表示機能強化のための改善作業を

実施した[課題番号 5002]。さらに，監視・観測体制の充実が必要な活火山の地質図整備では，富士山地域の

地質図を出版し，八丈島火山で地質図をとりまとめた。恵山及び御嶽火山で噴火履歴調査を引き続き実施し，

日光白根火山では調査を開始した。阿蘇火山・姶良火山のカルデラ形成期噴火に至る噴火履歴の詳細化のた

め，噴出物の分布・層序調査および岩石学的分析を行い，阿蘇カルデラにおいては複数の大規模噴火の間の

噴火様式やマグマ組成の変化を解析した[課題番号 5003]。 

 

(5) 火山現象のモデル化 

 海上保安庁により，海上保安庁のGPS観測点において通年の観測を実施し，得られた成果について地震調

査委員会，地震予知連絡会および火山噴火予知連絡会に報告した[課題番号 8004] （図1）。 

 

4. 研究を推進するための体制の整備 

(2) 研究基盤の開発・整備 
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 気象庁により，全国地震カタログの作成が実施されているが，「高感度地震観測データの処理方法の改善に

関する報告書」（平成26年2月地震調査委員会，以下「報告書」）を踏まえた震源の決定等の処理の改善につ

いては，これまでのトリガ方式の地震検知に加えて新たな地震検知手法であるPF法（溜淵・他，2016）を取

り入れ，自動処理による地震検出結果を検測処理の基本とする作業手順を確立した。新たな作業手順では，

自動処理による地震の規模の推定値が，あらかじめ定めたMth以上であれば，これまでと同様に人手により

精査した結果を地震カタログに登録する。一方，Mth未満では波形を確認したうえで地震の相・振幅が正し

く検測され良好に震源決定されていれば自動処理結果をそのまま，そうでなければ人手による簡易的な検測

作業を行った結果を登録する。さらに，震源が決まらない場合も，地震検知の情報は登録する。波形を確認

した結果，地震ではないと判定した場合には登録はしない。こうした作業手順により，必要十分な品質を確

保しつつ，地震として検知されたイベントはもれなく登録されることになり，地震カタログの充実が図られ

る。この新たな処理を平成28年4月1日より開始した。この改善により，地震カタログに登録される地震数

は改善前の約2倍となり，自動震源の活用により地震直後に気象庁が発表する防災対応のための資料や地震

調査委員会での評価に寄与した[課題番号 7019]。また，地震観測，地殻変動観測，潮位観測，全国の火山観

測が継続的に進めた。潮位データの伝送においては二重化（衛星回線によるバックアップ）や，予備電源に

よる稼働時間の長時間化（72時間以上）が実施された[課題番号 7014， 7015， 7016， 7017]。柿岡，女満

別，鹿屋，父島の4地点に，祓川を加えた5観測点における地磁気4成分連続観測データを，引き続き統一

的な形式に整理し，月毎に地磁気観測所データベースに登録，公開した。さらに，活動的な火山を対象とす

る全磁力精密観測データについて，継続してデータベースに登録した。過去の紙媒体による地磁気アナログ

データをスキャナでデジタル画像に変換し，計算機で利用可能な高時間分解能のデジタルデータに変換する

作業を進めた[課題番号 7018]。 

国土地理院により，GEONETによる地殻変動連続観測が実施され，日本列島全域の地殻変動・火山活動のモ

ニタリングが着実に行われた。地震については，東北地方太平洋沖地震後の継続的な余効変動，2016年4月

14日以降に発生した平成28年(2016年)熊本地震に伴う一連の活動（M7.3，M6.5など）（図2），2016年10

月21日に発生した鳥取県中部の地震（M6.6），2016年11月22日に発生した福島県沖の地震（M7.4），2016

年12月28日に発生した茨城県北部の地震（M6.3）等に伴う地殻変動を検出した。火山についても，硫黄島，

桜島周辺等における火山活動に伴う地殻変動を検出する等，防災や地震発生・火山活動のメカニズムに関す

る研究等に寄与した。また，これらのモニタリング結果は，速やかにホームページ等で公表するとともに，

地震調査委員会，火山噴火予知連絡会等に報告した[課題番号6005]。全国25験潮場の潮位連続観測を安定

的に実施し，観測データをホームページで公開した。また防災情報の発信への活用のため，潮位データの共

有化を進めた[課題番号 6006]。地殻変動の観測結果（GNSS，水準，験潮）を地殻活動総合解析システムのデ

ータベースに追加し，地図表示及びデータベース更新機能の改良を行った。GNSS連続観測データに関する所

在情報検索システムの更新を実施した[課題番号 6011]。火山性地殻変動の力源について，粒子フィルタない

しはアンサンブルカルマンフィルタにより，力源の状態変化（位置，形状，圧力等）を逐次推定するソフト

ウェアを作成した。また，リアルタイムキネマティックGNSS時系列から火山性地殻変動の力源の状態変化を

逐次推定するシステムを構築した[課題番号 6012]。また，重力測量については，南海・東南海地域を含む全

国で基準重力3点の絶対重力観測，一等重力点等146点で相対重力観測を実施し，日本重力基準網の基準と

なる重力値を得るとともに重力値の時間的な変化を把握した。日本重量基準網2016(JGSN2016)を構築し，約

300点の基準・一等重力点の重力値を公開した。地磁気測量については，鹿野山測地観測所，水沢測地観測

所，江刺観測場及び全国11点の地磁気連続観測点で地磁気連続観測を実施した。また，地磁気連続観測点

10点及び一等磁気点3点で地磁気絶対観測等を実施し，日本全国の地磁気の時間変化及び地理的分布を把握

した。さらに，富士山中腹において，全磁力の連続観測を実施し，「磁気図2015.0年値」を2016年12月1
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日に公表した [課題番号 6007]。だいち2号のSARデータを用いて北方四島を含む国土全域を対象にSAR干

渉解析を行い，平成28年熊本地震をはじめ複数の地震において変動を検出した。平成28年熊本地震では，

地震前後のデータを解析した結果，地殻変動が布田川断層帯と日奈久断層帯を中心に広域に及んでいたこと

がわかった[課題番号 6008] （図3）。2016年熊本地震を撮像したALOS-2データにMAI法を適用することに

より，標準的なSAR干渉解析では得られない衛星進行方向（準南北成分）の地震時変位を抽出することに成

功した[課題番号 6013] （図4）。さらに，VLBI観測を継続することで，東北地方太平洋沖地震前後の長期的

な地殻変動を捉えた[課題番号 6008]（図5）。火山基本図「秋田焼山」「焼岳」「桜島」「八丈島」「新島」の

数値データを整備した[課題番号 6009]。屏風山・恵那山断層帯及び猿投山断層帯，鈴鹿西縁断層帯，別府－

万年山断層帯，布田川・日奈久断層帯の調査を実施した[課題番号 6010]。 

海上保安庁は，国土交通省水管理・国土保全局及び港湾局，国土地理院，気象庁と連携し，インターネッ

トによるリアルタイム験潮データの公開を継続した[課題番号 8005]。沿岸海域での海底地形の調査が実施さ

れた[課題番号 8006]。 

防災科学技術研究所は，Hi-net， F-net， KiK-net など基盤的地震観測施設を安定的に運用した。 日本

海溝海底地震津波観測網(S-net)の構築に関して，平成28年度については，海溝軸外側（北海道沖～千葉県）

の敷設工事を行った。平成27年度までに整備を行った海溝軸外側以外の5海域125観測点については，試験

運用を開始し，気象庁にもデータの配信を開始した。海洋研究開発機構によって整備された地震・津波観測

監視システム（DONET）は，平成28年4月1日より防災科研に移管された。重点的に観測を強化すべき火山

に整備した基盤的火山観測網(V-net)に関しては，故障，老朽化した観測機器の更新を行い安定運用に努め，

観測データの大学や気象庁への流通を図り，関係機関の研究や火山監視業務等に貢献した。熊本地震で被害

を受けた阿蘇山の火山観測施設については速やかな復旧を行った[課題番号 3004]。 

産業技術総合研究所は，東アジア地域地震火山災害情報図の作成を行い，2016年5月に出版した（図6）。

この災害情報図には完新世火山の分布，大規模火山噴火(VEI6以上)の噴火による降下テフラ分布域，主要カ

ルデラの位置，大規模火砕流の分布，大規模火山噴火による犠牲者数，M6以上の地震の震源分布，大規模地

震の震源域，主要活断層の分布，大規模津波の分布，津波の最大到達高度，地震の犠牲者数等が取りまとめ

られた[課題番号 5009]。 

 東京大学地震研究所において，長期連続データ解析のための大規模解析システムが構築され，過去の地震

波形連続データの保存が進められた[課題番号 1518]。研究成果共有サーバにおいて，プレート構造モデルの

公開を含むホームページコンテントのアップデートを実施した[課題番号 1519]。北海道大学においては，地

殻変動連続観測等データの全国流通・公開を継続した。傾斜計データの時系列表示の座標軸を任意の方向に

回転できる機能を組み込んだ。また，歪観測値から面積歪を計算できるルーチンを実装し，CMT解の情報か

ら理論ひずみ波形を計算できるプログラムをシステムに搭載し，遠地地震のひずみ地震動波形の観測値と理

論値の比較機能を加えた[課題番号 1009]。京都大学防災研究所においては，阿蘇の火山研究センターで保管

されているウィーヘルト地震計の1925年～1935年に記録された煤書き記録450枚をスキャンして，ハード

ディスクに格納した[課題番号 1915]。 

 

これまでの課題と今後の展望 

 データベース・データ流通部会における課題は，（１）各研究機関において蓄積されているそれぞれのデー

タおよびデータベースを有機的に統合化すること，（２）研究成果共有システムの開発，（３）安定かつ多点・

多項目連続データのリアルタイム集配信システムの基盤整備である。今後はさらにオープンデータポリシー

に対応した大規模・大容量のデータを効率的に公開できるシステムの開発の検討も必要である。また，デー

タを公開する際の公開ポリシーの検討も重要な課題となってくると考えられる。 
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 基礎データベースのGISを活用した可視化システム，地震解析ソフトウェアの整備・解析基盤の開発は，

着実に進められる項目であるので，これらの課題へ積極的に取り組むべきであろう。また，情報学等の研究

分野の進展に伴う斬新的なシステムの開発に着手すべき時期に差し掛かっており，新システムの構築に関す

る議論を重ねていくことが必要であろう。日本海溝海底地震津波観測網(S-net)のデータを活用し，海域の震

源の精度向上を引き続き進める必要がある。  
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図1． DGPS局等のGPS連続観測から求めた水平変位（下里局固定）。海上保安庁 「課題番号8004」 

 

 

図2． 平成28年(2016年)熊本地震(4月16日 M7.3)前後の地殻変動観測データ（水平成分）。国土地理院 

「課題番号6005」 
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図3. SAR干渉解析で捉えた平成28年熊本地震に伴う地殻変動。国土地理院 「課題番号6008」 

 

 

図4． MAI法により捉えられた準南北方向の地表変位。国土地理院 「課題番号6013」 
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図5． 平成23年東北地方太平洋沖地震前後のつくばVLBI観測局の位置の変化。国土地理院 「課題番号6008」 

 

 

 

 

図6. 東アジア地域地震火山災害情報図。 産業技術総合研究所「課題番号5009」 

 

 


